○職員の勤務時間、休暇等に関する規程

制　定　平成14年３月29日訓令第４号

改正　平成14年４月26日訓令第７号

平成17年３月31日訓令第１号

平成19年３月30日訓令第４号
平成24年３月28日訓令第４号
平成31年３月28日訓令第３号

　職員の勤務条件等に関する規程（昭和54年滝川地区広域消防事務組合訓令第１号）全部を改正する。

　（趣旨）

第１条　この規程は、職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成13年滝川地区広域消防事務組合条例第２号。以下「条例」という。）及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例施行規則（平成14年滝川地区広域消防事務組合規則第５号。以下「規則」という。）の運用について必要な事項を定めるものとする。（定義）

第２条　この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

　⑴　日勤勤務職員　条例第３条の規定により週休日及び勤務時間を割り振られた職員をいう。

　⑵　交替勤務職員　条例第４条の規定により週休日及び勤務時間を割り振られた職員をいう。

　（勤務時間の割振り等）

第３条　日勤勤務職員の勤務時間、休憩時間及び週休日の割振り及び休日（次項において「勤務時間の割振り等」という。）は、別表第１に定めるところによる。

２　交替勤務職員の勤務時間の割振り等は、別表第２に定めるところによる。

３　交替勤務職員が、研修、出張等を命ぜられたとき又は病気休暇、特別休暇若しくは介護休暇の承認を受けたときは、日勤勤務職員の勤務時間の割振り等に臨時に振り替えることができる。

　（週休日及び勤務時間の振替等）

第４条　条例第５条の規定により、所属長は、公務のため必要があると認めるときは、週休日及び勤務時間の割振りを臨時に変更することができる。

　（交替勤務職員の週休日の振替等における１当務の単位）

第５条　規則第５条第３項に規定する週休日の振替等及び条例第11条第１項に規定する代休日の指定に係る交替勤務職員の勤務日の算定にあっては、１当務（別表第２に規定する勤務時間の勤務をいう。）を２勤務日として取り扱うものとする。この場合において、午前８時30分から午後５時まで及び午後５時45分から翌日の午前８時30分までをそれぞれ１勤務日として取り扱うものとする。

　（交替勤務職員の年次有給休暇等における１当務の単位）

第６条　前条の規定は、条例第12条に規定する年次有給休暇、病気休暇、特別休暇及び介護休暇に係る交替勤務職員の勤務日の算定について準用する。

　（年次有給休暇）

第７条　規則第16条第１項に規定する半日を単位とする年次有給休暇は、午後０時をもって区分するものとする。
　（病気休暇）

第８条　規則第22条の規定により病気休暇を請求しようとするときは、同項に規定する休暇簿（以下「休暇簿」という。）に医師の診断書を添付しなければならない。

２　条例第14条の規定により療養する場合には、負傷又は疾病が治った後に社会復帰のためリハビリテーションを受ける場合、療後指導を受ける場合等が含まれるものとする。

３　病気休暇の期間中に特別休暇の事由が生じた場合は、当該病気休暇期間と重複する特別休暇は与えないものとする。

４　規則別表第２に規定する引き続く期間には、年次有給休暇並びに週休日の振替日及び代休日を挟んで引き続く期間を含むものとする。

　（特別休暇）

第９条　規則第18条に規定する特別休暇（夏季休暇を除く。以下この条において同じ。）は、特に定めのない限り２日以上の期間がある特別休暇は継続するものとし、その期間内にある週休日、休日等は、特別休暇の日数に算入する。

２　１日を単位とする特別休暇は、正規の勤務時間が割り振られた時間中に休暇の事由が発生しこれを承認された場合は、当該日は１日の特別休暇を与えられたものとする。

  （忌引休暇）

第10条　忌引休暇は、その事実を知った日又は翌日からこれを起算する。

２　規則別表第３備考に規定する遠隔の地に旅行する場合の旅行日の取扱いは、通常の交通機関を利用した場合で６時間を超える場合は１日とし、３時間を超える場合は半日の休暇とすることができる。

　（法要休暇）

第11条　前条第２項の規定は、法要により遠隔の地に旅行する場合について準用する。

　（結婚休暇）

第12条　結婚休暇は、婚姻届を提出した日又は結婚式を挙げた日のいずれかの日の５日前から１月を経過するまでの期間においてこれを与えるものとする。

　（配偶者出産の休暇、育児参加休暇及び産前産後の休暇）

第13条　配偶者出産の休暇は、配偶者の出産に係る入院若しくは退院の際の付添い、出産時の付き添い又は出産に係る入院中の世話、子の出生の届出等のために勤務しない場合における出産に係る入院等の日から出産の日後２週間を経過する日までの期間においてこれを与えるものとする。

２　配偶者出産の休暇、育児参加休暇及び産前産後の休暇における出産とは、妊娠満12週以後の分娩をいい、流産及び死産を含むものとする。

（妊娠等通院休暇）
第14条　妊娠等通院休暇を申請する場合は、休暇簿に母子手帳の写しを添付しなければならない。
　（育児の時間）

第15条　育児の時間を取得する場合は、１月を限度としてあらかじめ申請することができる。

　（子の看護休暇及び夏季休暇）

第16条　規則別表第３の６の項及び７の項の１の年とは、１暦年をいう。

　（ボランティア休暇）

第17条　ボランティア休暇については、別に定める。

　（介護休暇）
第18条　規則第19条による同居には、職員が要介護者（条例第16条第１項に規定する日常生活を営むのに

　支障があるものをいう。）の居住している住宅に泊り込む場合等を含む。
　　　附　則

　（施行期日）

　この規程は、平成14年４月１日から適用する。

　　　附　則（平成14年４月26日訓令第７号）

　この規程は、平成14年５月１日から施行する。

　　　附　則（平成17年３月31日訓令第１号）
　この規程は、平成17年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成19年10月16日訓令第４号）

　この規程は、平成19年12月１日から施行する。
　　　附　則（平成19年11月30日訓令第４号）

　この規程は、平成19年12月１日から施行する。
附　則（平成24年３月28日訓令第４号）
　この規程は、平成24年４月１日から施行する。

　　　附　則
　この規定は、平成31年４月１日から施行する。
別表第１（第３条第１項関係）
日勤勤務職員の勤務時間の割振り等

	勤務時間
	休憩時間
	週休日
	休日

	午前８時30分から午後５時15分まで
	午後０時から午後１時まで
	日曜日及び土曜日
	国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成13年滝川地区広域消防事務組合条例第２号）第10条第１項及び第２項に規定する日


別表第２（第３条第２項関係）

交替勤務職員の勤務時間の割振り等

	勤務時間
	休憩時間
	休息時間
	週休日
	休日

	午前８時30分から翌日の午前８時30分まで
	⑴　午後０時15分から　

　午後１時まで

⑵　午後５時から午後
　５時45分まで

⑶　午後６時から翌日　

　の午前６時までの間　

　に消防長が別に定め
　る勤務割表に従い７
　時間（連続して４時
　間の仮眠時間を含
　む。）
	⑴　正午から午後０時
　15分まで

⑵　午後５時45分から
　午後６時まで
	４週間ごとの期間につき８日の割合で消防長が定める日
	国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日及び職員の勤務時間、休暇等に関する条例（平成13年滝川地区広域消防事務組合条例第２号）第10条第１項及び第２項に規定する日


